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Case 34-2005: A 10-Year-Old girl with a bullous Skin Eruption and Acute Respiratoru Failure 

(Volume 353: 2057-2066) 

 

【Problem List】 

1. 皮膚症状 

急速に拡大する極度の痛みを伴う表皮の剥離と水泡。体幹はⅡ度の熱傷様であり、四肢は水泡で覆われ、これ

らの皮膚症状は全身の 97％にも及ぶ。 

 

2. 舌腫脹と口腔粘膜の剥離、角膜上皮の剥離 

入院後 2 日目よりみられはじめた。 

 

3. 多臓器不全 

呼吸不全により気管内挿管が必要となった。腸管の吸収障害・イレウスなどがみられた。その他低血圧、心不全

も合併。 

 

4. 汎血球減少症、好中球減少症、貧血 

入院初日からみられたが、入院 5 日目には WBC が 1000/mm3、好中球数が 400/mm3まで下がった。ヘモグロビン

の低下も進行。血小板数は徐々に改善がみられるが、入院初日は 63000/mm3であった。 

 

5. 発熱・感染 

1 ヶ月前から 39-40℃台の高熱が持続。 

S.aureus、S.maltophilia、C.parapsilosis の多重感染がみられた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


